
１　総括事項

２　業務の状況

３　建設及び改良工事

４　経理の状況 （単位　円︓税込額）

　収益的収支差額（税抜額） ＝ 当年度純利益（△純損失） 円
（単位　円︓税込額）

問合せ先
川崎市上下水道局総務部財務課

宮森
電話︓044-200-2863

区　　　分
資本的収支

　資本的収入額（翌年度に繰越される支出の財源に充当する額4,000,000円は除く。）が資本的支出額に不足する額
21,209,513,898円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 1,416,593,265円、減債積立金 2,635,673,143
円、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金17,157,247,490円で補填した。

＜管　　  き　　 ょ＞
　・浸水リスクの高い土橋地区等で浸水被害軽減に向けた浸水対策工事を施行
　・重要な管きょのうち、避難所や重要な医療機関と水処理センターとを結ぶ管きょの地震対策工事を施行
＜ポ 　ン 　プ　場＞
　・老朽化の進む大師河原ポンプ場の再構築に向けた建設工事を施行
　・各ポンプ場で老朽化した設備の更新工事を施行
＜水処理センター＞
　・等々力水処理センターで高度処理化に向けた建設工事を施行
　・各水処理センターで老朽化した設備の更新工事を施行

収　　　入
38,306,340,448 59,511,854,346

支出 収支差引
△ 21,205,513,898

区　　　分 収　　　入 支出 収支差引
収益的収支

令 和 7 年 7 月 24 日
報 道 発 表 資 料
川 崎 市 上 下 水 道 局

参 考 資 料

2,564,031,093

・前年度からの繰越事業費を加えて、243億4,396万7,615円
・令和7年度への繰越額は、102億311万8,300円

219億892万8,656円
下水道使用料（税抜額）有収水量

151,620,308㎥
処理人口処理面積

1万725ha

【 主 な 建 設 改 良 工 事 】

44,555,417,138 40,572,442,426 3,982,974,712

令和6年度 下水道事業会計　決算概況

【 建 設 改 良 費 の 決 算 額 】

【 事 業 面 】

【 財 政 面 】

154万7,488人

・令和元年東日本台風を踏まえた浸水への対策や大規模地震発生時においても下水道機能を損なわないための地震
対策等、下水道が抱える課題を解決するための様々な取組を実施

・損益において予算対比で一般会計負担金等の減により減収となったものの、動力費等の費用が減となったことから、当
年度純利益は増加
・単年度資金については資金不足が生じ、累積資金残額は減少

人口普及率
99.6%

【 有 収 水 量 】
・近年の有収水量については、小口の使用水量は増加しているものの、大口の使用水量は減少となっていることから、全
体としては、ほぼ横ばいで推移



【収益的収支】
（単位　円）

【資本的収支】
（単位　円）

― ― ―

2,564,031,093

0 20,189,989,000

差引（税込） 税抜処理後
純損益

前年度
繰越利益剰余金

43,852,696,000 1,383,238,000 21,547,000 2,386,869,00045,235,934,000

収入（税込）

決算額

執行率

44,555,417,138

98.5%

決算額 38,306,340,448

執行率 78.5%

区分

予算現額 48,819,066,000

区分

予算現額

令和6年度 川崎市下水道事業会計決算総括表

40,572,442,426 3,982,974,712

2

繰越工事資金 損益勘定
留保資金

前年度
財源充当額 その他

補　填　財　源　等
再差引

0 2,408,416,000

その他未処分
利益剰余金変動額

当年度未処分
利益剰余金

2,635,673,143 5,199,704,236

92.5% ― ― ― ― ―

0

支出（税込）

0

―

収入（税込） 支出（税込） 差引（税込）

0 1,341,833,000

59,511,854,346 △ 21,205,513,898 △ 4,000,000 17,157,247,490 0 4,052,266,408

84.6% ― ―

070,350,888,000 △ 21,531,822,000



（税込額）

1

2

3

4

5

6

※　金額については、百万円未満を切り捨て。
※　増減率については、小数点第２位を四捨五入。

7 資金不足比率 （資金不足となっていない） （資金不足となっていない）
財政健全化法における経営健全化基準　20％－ －

工事請負費の増

企業債償還金 319億3,300万円 307億3,200万円 12億100万円 3.9 企業債償還金の増

主
な
支
出

建設改良費 243億4,300万円 233億4,100万円 10億200万円 4.3

企業債 300億5,300万円 249億8,500万円

主
な
収
入 一般会計出資金 200万円 3億7,300万円 △3億7,100万円 △ 99.5 一般会計出資金の減

50億6,800万円 20.3 建設企業債の増、借換企業債の増

国庫補助金 75億6,300万円 73億6,100万円 2億200万円

※ 純損益（税抜額） （純利益） （純利益） △ 2.725億6,400万円 26億3,500万円 △7,100万円

資本費 261億2,900万円 257億2,600万円 4億300万円 1.6 減価償却費の増

主
な
支
出

維持管理費 143億100万円 142億3,200万円 6,900万円 0.5

収益的支出 405億7,200万円 401億300万円 4億6,900万円 1.2

一般会計繰入金 120億1,800万円 116億5,400万円 3億6,400万円 3.1 雨水処理負担金の増

長期前受金戻入 74億7,100万円

主
な
収
入

下水道使用料 240億9,800万円 241億2,100万円 △2,300万円 △ 0.1

73億2,800万円 1億4,300万円

令和6年度 3

2.0

備　　　　　考

収益的収入 445億5,500万円 441億500万円 4億5,000万円 1.0

令和6年度 令和5年度 増△減額 増△減率
％

国庫補助金戻入の増

下水道事業会計決算（見込み）のポイント

差引（1－2） 39億8,200万円 40億200万円 △2,000万円 △ 0.5

差引（4－5） △212億500万円 △236億4,400万円 24億3,900万円 △ 10.3

2.7

資本的収入 383億600万円 334億7,000万円 48億3,600万円 14.4

資本的支出 595億1,100万円 571億1,400万円 23億9,700万円 4.2



１　総括事項

２　業務の状況

３　建設及び改良工事

４　経理の状況 （単位　円︓税込額）

　収益的収支差額（税抜額） ＝ 当年度純利益（△純損失） 円
（単位　円︓税込額）

問合せ先
川崎市上下水道局総務部財務課

松田
044-200-3104

区　　　分
収益的収支

収支差引
△ 9,982,300,90217,437,323,247

支出収　　　入
7,455,022,345資本的収支

区　　　分

収　　　入
31,762,988,210

支出
2,867,976,791

収支差引

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額 9,982,300,902円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額
1,185,835,972円、減債積立金 1,391,149,907円及び過年度分損益勘定留保資金 7,405,315,023円で補填した。

34,630,965,001

・損益において、予算対比で給水収益は減となったものの、委託料、修繕費等の費用が減となったことから、当年度純
利益は増加
・単年度資金については、資金不足額が生じ、累積資金残額は減少

水道料金収入（税抜額）
243億2,469万8,203円

年間配水量
1億8,021万2,100㎥

給水人口
155万3,892人 92万1,349栓

給水栓数 普及率
ほぼ100％

【 主 な 建 設 改 良 工 事 】

1,657,261,555

・前年度からの繰越事業費を加えて、138億9,776万9,210円
・令和7年度への繰越額は、61億239万3,527円

＜配水施設費＞
・大規模地震を踏まえた基幹施設や老朽化した管路の更新、耐震化を図るため、千代ヶ丘配水塔更新工事等を施
行
＜耐震管路等整備事業費＞
・老朽化した管路の更新や耐震化を図るため、配水管布設替工事等を施行

令 和 7 年 7 月 24 日
報 道 発 表 資 料
川 崎 市 上 下 水 道 局

・大規模地震を踏まえた基幹施設や老朽化した管路の更新、耐震化を推進
・水道基幹管路のバックアップ強化のための二重化・ネットワーク化の実施

【 事 業 面 】

【 財 政 面 】

52万2,600㎥
１日最大配水量

令和6年12月22日

令和6年度 水道事業会計　決算概況

【 建 設 改 良 費 の 決 算 額 】

・本市の人口は増加しており、小口の使用水量は増加しているものの、大口の使用水量は減少となっていることから、全
体としてはほぼ横ばいで推移

【 有 収 水 量 】



【収益的収支】
（単位　円）

【資本的収支】
（単位　円）

令和6年度 川崎市水道事業会計決算総括表 2

その他未処分
利益剰余金変動額

当年度未処分
利益剰余金

予算現額 35,277,697,000 33,563,267,000 1,714,430,000 248,460,000 1,603,904,000 0 1,852,364,000

区分 収入（税込） 支出（税込） 差引（税込） 税抜処理後
純損益

前年度
繰越利益剰余金

1,391,149,907 3,048,411,462

執行率 98.2% 94.6% ― ― ― ― ―

決算額 34,630,965,001 31,762,988,210 2,867,976,791 1,657,261,555 0

再差引
繰越工事資金 損益勘定

留保資金
前年度

財源充当額 その他

予算現額 8,407,929,000 24,638,063,781 △ 16,230,134,781 0

区分 収入（税込） 支出（税込） 差引（税込）
補　填　財　源　等

15,077,601,781 0 1,152,533,000 0

決算額 7,455,022,345 17,437,323,247 △ 9,982,300,902 0 7,405,315,023 0 2,576,985,879 0

― ―88.7% 70.8% ― ― ― ―執行率



（税込額）

1

2

3

4

5

6

※　金額については、百万円未満を切り捨て。
※　増減率については、小数点第２位を四捨五入。

差引（4－5） △99億8,200万円 △115億3,400万円 15億5,200万円 △ 13.5

令和6年度 水道事業会計決算（見込み）のポイント

0.0収益的収入

令和6年度

346億3,000万円

△ 2.0

差引（1－2） 28億6,700万円

水道利用加入金 13億7,300万円 13億7,200万円 100万円 0.1

主
な
収
入

3

△1,500万円

7,600万円

△9,800万円

△2億1,100万円

3億2,600万円

△5億3,700万円

19.1※ （純利益）
16億5,700万円

48億1,900万円

269億4,300万円

主
な
支
出

令和5年度 増△減率
％

14.8

△ 45.0

2億6,600万円

26億7,100万円 1億9,600万円 7.3

備　　　　　考

346億4,500万円

（純利益）

274億8,000万円

増△減額

0.3

-

△ 0.7

7.3

主
な
収
入 負担金

収益的支出

水道料金収入

消費税及び地方消費税還付金 9,800万円

266億7,900万円267億5,500万円

-

317億6,200万円

人件費

物件費

純損益（税抜額）

44億9,300万円

319億7,300万円

147億4,800万円

182億4,000万円

7

主
な
支
出

70億7,900万円

2億1,600万円 3億9,300万円

61億6,800万円

74億5,500万円 67億500万円

9億1,100万円

7億5,000万円

資本的支出

建設改良費

企業債償還金

資金不足比率

資本的収入

企業債

174億3,700万円

138億9,700万円

35億1,500万円

（資金不足となっていない）
－

（資金不足となっていない）
－

34億7,700万円 3,800万円

△8億5,100万円

△8億300万円

△1億7,700万円

13億9,100万円

財政健全化法における経営健全化基準　20％

退職給付費の増

修繕費及び固定資産撤去費の減

耐震管路等整備事業充当債の増

工事負担金の減

△ 4.4

△ 5.8

1.1

配水施設費の減

11.2



１　総括事項

２　業務の状況

３　建設及び改良工事

４　経理の状況 （単位　円︓税込額）

　収益的収支差額（税抜額） ＝ 当年度純利益（△純損失） 円
（単位　円︓税込額）

問合せ先
川崎市上下水道局総務部財務課

松田
044-200-3104

【 財 政 面 】
・損益において、予算対比で給水収益は減となったものの、減量負担金制度導入に伴う一時的な負担金収入の増に
加え、修繕費等の費用が減となったことから、当年度純利益は増加
・単年度資金についても、減量負担金収入の影響により大幅な資金残額が生じ、累積資金残額は増加

令和6年度 工業用水道事業会計　決算概況

契約会社・工場数 １日当たりの契約水量 年間契約水量
51万5,220㎥ 1億8,805万5,300㎥55社  75工場

令 和 7 年 7 月 24 日
報 道 発 表 資 料
川 崎 市 上 下 水 道 局

・産業構造の変化や省資源対策による回収水の再利用等の影響を受け、減少で推移

・浄水場連絡管の整備や老朽化した管路の更新等を実施
【 事 業 面 】

【 使 用 水 量 】

区　　　分 収　　　入 支出 収支差引

年間使用水量

＜配水施設費＞
・将来の工業用水の安定供給に向けて、工業用水道浄水場連絡管布設工事等を施行
＜その他の建設改良費＞
・生田浄水場一次濃縮槽汚泥掻寄機等更新工事等を施行

【 建 設 改 良 費 の 決 算 額 】

【 主 な 建 設 改 良 工 事 】

1億1,769万7,549㎥ 68億1,093万6,434円
水道料金収入（税抜額）

・前年度からの繰越事業費を加えて、21億8,167万7,657円
・令和７年度への繰越額は、10億8,536万2,221円

収益的収支 5,896,410,7907,113,354,00213,009,764,792

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額 1,606,311,452円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額
188,481,132円、減債積立金 587,517,098円及び過年度分損益勘定留保資金 830,313,222円で補填した。

収支差引
△ 1,606,311,4523,286,011,555

支出収　　　入
1,679,700,103資本的収支

区　　　分

5,706,666,483



【収益的収支】
（単位　円）

【資本的収支】
（単位　円）

令和6年度 2

その他未処分
利益剰余金変動額

当年度未処分
利益剰余金

予算現額 13,121,507,250 7,466,961,000 5,654,546,250 5,385,211,000 1,077,684,000 587,518,000 7,050,413,000

区分 収入（税込） 支出（税込） 差引（税込） 税抜処理後
純損益

前年度
繰越利益剰余金

587,517,098 6,294,183,581

執行率 99.1% 95.3% ― ― ― ― ―

決算額 13,009,764,792 7,113,354,002 5,896,410,790 5,706,666,483 0

0

区分 収入（税込） 支出（税込） 差引（税込）
補　填　財　源　等

1,361,409,041 0 1,581,653,646

執行率

決算額 1,679,700,103 3,286,011,555 △ 1,606,311,452 0 830,313,222

損益勘定
留保資金

前年度
財源充当額 その他

予算現額 1,960,601,000 4,903,663,687 △ 2,943,062,687 0

繰越工事資金

775,998,230 0

85.7% 67.0% ― ― ― ―

0

再差引

川崎市工業用水道事業会計決算総括表

― ―



（税込額）

1

2

3

4

5

6

※　金額については、百万円未満を切り捨て。
※　増減率については、小数点第２位を四捨五入。

差引（1－2） 58億9,600万円 6億8,300万円 52億1,300万円 763.3

資本的支出 32億8,600万円 23億900万円 9億7,700万円 42.3

配水施設等充当債の増

補助金 1億2,400万円 1億6,200万円 △3,800万円 △ 23.5 一般会計補助金の減

主
な
収
入

企業債 15億5,500万円 7億6,200万円

差引（4－5） △16億600万円 △13億8,400万円 △2億2,200万円 16.0

浄水施設費の増

投資 5億1,600万円 - 5億1,600万円 - 公債償還準備金の皆増、その他投資の皆増

主
な
支
出

建設改良費 21億8,100万円 16億8,900万円 4億9,200万円 29.1

企業債償還金 5億8,700万円 6億1,900万円 △3,200万円 △ 5.2

7 資金不足比率
（資金不足となっていない） （資金不足となっていない）

財政健全化法における経営健全化基準　20％
－ －

7億9,300万円 104.1

資本的収入 16億7,900万円 9億2,400万円 7億5,500万円 81.7

※ 純損益（税抜額） （純利益） （純利益）
964.6

57億600万円 5億3,600万円 51億7,000万円

物件費 65億4,100万円 65億500万円 3,600万円 0.6 消費税及び地方消費税の増、固定資産撤去費の減

主
な
支
出

人件費 5億7,200万円 5億7,400万円 △200万円 △ 0.3

収益的支出 71億1,300万円 70億7,900万円 3,400万円 0.5

使用水量の減

その他特別利益 53億5,200万円 4,900万円 53億300万円 10822.4 減量負担金の皆増

水道料金収入 74億9,200万円 75億4,100万円 △4,900万円 △ 0.6
主
な
収
入

令和6年度 工業用水道事業会計決算（見込み）のポイント 3

備　　　　　考

収益的収入 130億900万円 77億6,300万円 52億4,600万円 67.6

令和6年度 令和5年度 増△減額 増△減率
％


